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支

那

自

然

的

環

境

の

語

清

行

万三

民
族
の
本
質
は
肉
閥
的
人
類
事
D
主
要
研
究
針
象
に
よ
る
外
に
、
他
の
生
瑚
的
、
心
現
的
友
諸
特
性
の
考
慮
と
相
倹
っ
て
諸
民
族

の
『
気
質
及
び
素
質
』

(
3
5胃
E
Z固
仲
間
包
巴
M

仕切。
L
2
0
5
3

骨
二
、
皇
内
空
)
が
重
要
在
複
合
概
と
し
て
認
識
さ
れ
左
け
れ
ば
た
ち
血
と
は
ウ

イ
ッ
ト
フ
オ
ー
が
ん
の
強
調
す
る
所
で
あ
る
。
然
も
そ
の
主
張
は
人
類
率
的
研
究
の
建
成
せ
ら
れ
ぎ
呂
揚
合
に
於
て
も
民
族
の
気
質

及
び
素
質
は
そ
の
経
消
的
議
展
過
程
に
台
い
て
他
民
族
と
の
聞
に
相
異
を
興
へ
る
己
と
が
誰
明
さ
れ
る
と
い
ふ
忙
赴
い
て
で
あ
る
。

『
同
有
た
』
(
包
唱
Z
E
O
V
E
)

支
那
の
内
部
に
沿
い
て
も
種
々
な
句
令
部
分
舗
域
の
住
民
の
有
す
る
「
肉
閥
的
友

L
(
F
E
Z
E宵
ロ
)
純
解
剖

率
的
左
種
々
相
が
存
在
し
均
的
而
し
て
言
語
に
於
て
も
同
よ
り
差
別
が
醸
成
さ
れ
て
雪
が
、
長
年
月
の
聞
に
、
気
質
と
素
質
と
に
ゐ

い
て
、
楓
持
し
て
統
一
的
な
『
支
那
的
た
型
』

(E
官
官

g
g悶
宮
己
Mnvq-wFE君
臨
岳
耳
R

叶
弓
E)
が
生
成
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

粧
台
的
生
活
過
程
と
同
様
に
、
階
層
に
肱
じ
亡
微
差
づ
け
ら
れ
る
と
も
、
と
の
型
は
比
較
的
統
一
的
た
形
態
を
持
つ
乙
と
が
認
容
さ

れ
る
と
す
る
白
で
あ
る
。

リ
ヒ
ト
ホ

1
フ
z

y
が
若
し
人
が
事
貨
に
落
い
て
穿
墜
し
た
原
岨
を
結
論
に
取
め
入
れ
る
と
せ
ば
、

一
領
域
白
住
民
の
性
格
は
、

そ
の
地
理
的
寝
境
(
唱
。
明
4
E聞の
7
0
凶
器

E
E
)
申
反
映
で
あ
る
と
し
た
る
を
ウ
イ
?
ト
7

才
E
M
q
t
p

は
謬
見
と
し
、
更
に
高
め
ら
る
ベ

京
都
由
自
前
前
環
境

。
= 

K. A. Wittfogel: Wirtschaft _und q~sel1schaft <::!"tinas， 1931. 55. cr-II (邦課、
平野義太郎、支那白調由主祉合、上巻 pp.13-16) 
ウイザトフオーゲルは西部且11'南西部白殖民領域を除外す。
Wittfogel: a. a. o. 55. .17-18 
F. vo'; Richthofen: ChIner Bd. H u. III lk.'U' Tagebucher c;') cllinesischen 
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支
那
の
自
仲
間
的
環
境

O 
四

雪
立
揚
を
要
求
し
て
ゐ
呂
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
川
崎
的
環
境
が
直
接
に
人
間
の
性
格
、
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
た
〈
し
て
、

逆
に
間
接
に
そ
の
時
の
態
度
、
方
法
在
る
媒
介
主
通
じ
℃
、
そ
れ
は
人
間
が
そ
の
物
質
的
年
話
。
配
慮
を
如
何
に
完
迭
す
る
か
、
而

し
て
如
何
に
自
己
を
枇
舎
の
部
局
編
制
た
ら
し
む
る
か
と
い
ふ
立
場
に
求
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
苦
現
象
の
概
察
か
ら

推
論
が
下
さ
れ
る
に
際
し
て
の
視
謬
の
指
摘
は
従
来
の
推
論
の
試
み
を
充
貸
せ
し
め
ん
と
す
る
も

D
で
あ
り
支
那
の
個
々
の
領
域
的

特
殊
性
の
検
討
に
は
更
に
と
れ
よ
り
引
出
さ
る
べ
き
強
カ
な
る
導
曹
の
総
が
見
州
さ
れ
る
乙
と
を
要
請
す
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
れ
ば
支
那
を
理
解
す
る
の
一
方
法
と
し
℃
先
づ
外
的
な
自
然
的
保
件
に
己
れ
を
求
む
る
に
「
あ
ら
か
じ
め
、
人
間
忙
よ
っ
て
見
出

き
れ
た
る
自
然
的
諸
保
件
」

?
s
r目
冨
E
E
F
2
4
0品。
P
E
E
E
Z箆
2
E《
官
官
巴
moロ
)
の
中
上
り
そ
の
第
一
の
も
の
と
し
て
鼎
げ
ら

れ
る
地
質
問
宇
的
保
件
に
よ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
自
然
に
よ
り
僚
件
づ
け
ら
れ
た
生
産
諸
力
(
ロ
E
手
島
ロ
担
E
F
E岳
z
d
k
E
Z
)
白
基

調
に
沿
い
て
提
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

己
の
立
揚
は
軍
閥
し
在
け
れ
ば
た
ち
胞
が
、
本
稿
で
は
、
支
那
に
於
け
る
人
と
環
境
の
描
艇
に
つ
い
て
ク
レ
ツ
シ
イ
の
い
ム
地
現

曲
学
的
結
合
要
凶
(
ロ
E
司自白岡唱。一間
E
Z
z
p
z
i
の
理
物
た
る
闘
聯
比
一
考
を
置
く
。
支
那
の
生
前
過
程
の
殻
展
虻
沿
い
て
は
そ
白
歴

史
は
全
土
主
支
配
せ
し
政
府
と
し
て
の
存
在
が
極
め
て
微
力
で
あ
り
、
版
闘
に
穏
化
が
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
統
治
国
家
と
し
て
の
繕

績
で
は
な
か
っ
た
が
、
文
化
の
縦
続
は
認
め
ら
れ
る
を
前
提
と
し
て
、
乙
L
か
ら
ク
レ
シ
イ
は
政
治
的
表
明
相

(
Z
E
E
問。

EZ)
の
蔭

物
で
は
な
〈
地
迎
撃
的
結
合
要
因
白
産
物
を
前
田
へ
た
る
も
の
を
弐
の
一
如
く
看
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

O
E
C「
岳
訪
日

v
a
m
m
m
m
t
c
E
n
v
E
H
Z
O
ロ
mw
司
馬
場
。
品
目
{10
呈
古
島
町
岱

001v
回目

1
E
-
E
自
己
戸
内
]
思
訟
の
か

L

Eの
お
守
口
。
問
。

Fロ
5
5

2
ロ
z
n
E
F
2
n
E
m
a
h
持品。わ陣内
O
同旬。同問。ロ己=〕可阿国。
2
9官
z
p
z
h
M
m
r
v可戸内侍司
L
Z
M
1
n
z
d
Z
ユr
B
2
0
F
S
『ヨ
E
a
m
E
P
E
E
P
-
-
E

開m伺 tìs~hen Typus其他を参聞とす。 (Wittfogel:a. a. O. S. 17) 
'VVittfogel: a. a. O. S. 17 (邦謀、前掲 p.24). 
Wittfogel: a. a. O~ S. 20， ubcigens ein durch皿 sunkorrekter; weil statisc 
?er， die Wandlungen in der Wirksamkeit einer naturlichen Grundlage ver 
hiillender Ausdruck 
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N
i
H
・
色
白
向
以
内
凶
田
町
円
。
同

J
問
。
同
百
七
回
盟
。
何
日
A
白
星
回
。

ω司
♂
4
0
何
回
同
む
よ

ωashhυ

同

口

(GI民
生
瞳
握
，
韓
日
本
〉
寸
明
門

N
E
C
E嶋
崎

【

也

。

-EE

2
N
!
官
ー
主
曙
堰
P

離
帯
)
H
N
l
Z

担

己

目

I
d
-
E
4玉
砕
〆

Along with thes~ sodal anj1l5tments are th由巳 betw

This is well ill出 tratedby岨 oJdproverb which reads，“Do your part， he satbficd with 

)"o:tr 10t， foIlow theεcasons， and trust皿 Heaven." Perhaps Ihe fioest sllmmary of Clunesc philosophy is the desire to be 

“io tiune with nll.ture." 

蛤atterhow trUc a thing may be， it shou1d nevcr' be stated unkindly. 

een man and his blHroundings 
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No mere photogcaphic portrayal of China can reveal all the yariedties which bind man and the 50il logether. Crisscrc治s

through the visible scene run innumerable tluea品。frelationship. The landscape is a m目別cof many diverse elemen!s， 

some dependent upon the vagaries of a none-too-certain rainfall， 5umeconditioned by the limitations of the soi1J 5tiH others 
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支
那
白
白
熱
的
環
境

二

O
六

支
那
白
地
理
的
環
境
に
は
土
地
の
氏
さ
と
共
に
時
間
の
長
さ
の
考
慮
が
必
要
な
と
と
は
言
を
倹
た
左
い
所
で
あ
り
、
現
在
白
景
観

の
背
後
に
は
極
め
て
長
き
に
疋
れ
る
歴
史
的
僚
件
が
集
積
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
支
那
闘
民
生
活
の
継
続
は
己
与
を
雪
量
と
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
支
那
全
土
の
地
居
誌

(
m
E
E
E
Z
F
E
E吉
国
)
に
つ
い
て
は
そ
の
地
位
型
的
生
成
の
記
録
に
遡
る
己
と
は
差
控

え
、
タ
レ
ツ
シ
イ
が
そ
の
著
に
引
開
せ
る
グ
ラ
ポ
ウ
(
〉
・
4
司
口
E
E戸
J
E
E
P凹
E
Z『
。
町
口
r-E)
の
記
述
を
一
部
摘
録
し
て
見
る
。

「
支
那
の
凡
て
の
岩
居
の
下
に
は

l
大
平
原
の
土
砂
(
朗
自
立
の
下
に
、
峡
谷
の
黄
土

(FEm)
白
下
位
、
現
在
支
那
白
山
撤
干
、
藁

地
や
、
盆
地
D
P
大
部
分
を
組
成
す
る
も
の
で
あ
る
凝
結
し
た
る
磯
山
首

(
S品目。
Z
E
E
)、
砂
岩

T
E
P
E
E
)、
貝
山
百

(mEop)、
並
に
石

友
岩

(]HgmaoDOω)
等
O
底
に
!
凡
て
と
れ
等
一
群
。
比
較
的
若
い
岩
居
白
下
底
に
、
↓
へ
院
の
基
礎
を
構
成
す
る
も
白
で
あ
り
、
支
那

。
回
収
古
の
山
石
居
と
な
っ
亡
ゐ
る
結
晶
厨
(
句
、
司
ω
m
a
-
-
z
o
F
5
5。E
)
白
古
代
合
成
居
が
成
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
食
生
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ

白
年
代
は
年
数
や
世
紀
数
で
は
計
上
し
得
な
い
悠
建
在
時
白
距
り
を
も
ち
、
凡
て
に
先
行
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

E

D
岩
石
合

成
居
は
五
回
人

D
注
目
に
挑
戦
す
る
底
D
も
の
で
あ
り
ョ
地
球
の
歴
史
に
適
用
す
る
と
せ
ば
人
間
年
代
皐
が
不
調
切
に
し
て
用
ふ
る
を

や
め
上
と
昔
げ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
と
の
古
代
岩
厨
は
支
那
全
地
域
の
底
忙
横
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

比
続
的
少
数
地
方
に
沿
い
て
の
み
地
表
に
額
出
し
て
ゐ
る
に
と

E
ま
る
。
」

支
那
全
土
白
地
理
的
諸
礎
を
一
一
服
右
の
如
く
概
観
し
て
、
地
居
の
支
那
闘
土
に
沿
け
る
顕
れ
を
捉
へ
れ
ば
、
地
域
的
に
相
団
関
を
呈

し
て
ゐ
る
も
白
が
あ
り
、
E
の
角
度
に
於
て
地
居
上
底
別
も
行
は
れ
得
る
も
D
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
反
岡
に
於
て
支
那
地
域
に
沿

け
る
地
迎
的
環
境
に
劃
す
る
支
那
人
文
景
観
の
密
着
油
合
白
如
何
を
把
損
す
る
と
と
が
出
来
る
の
で
る
る
。
峻
蛤
左
右
山
獄
、
成
大

-
た
る
高
原
、
低
下
せ
る
沖
積
地
は
必
然
に
人
闘
を
し
て
そ
の
自
然
的
環
境
忙
順
膝
せ
し
む
べ
く
、
モ
乙
に
油
合
せ
る
枇
曾
尉
係
を
生

Cressey， ihirl. p. 34 (邦謀、日本件串協骨、支那鵡洲風土記 pp.33-34) 。〉



み
出
し
て
来
る
ひ
か
く
し
て
蒙
古
及
ぴ
新
彊
の
遊
牧
民
、
山
西
、
限
西
の
黄
土
高
地
の
高
原
居
住
民
、

揚
子
紅
並
に
西
河
流
域
の

米
、
茶
の
農
耕
者
を
し
て
、
そ
白
制
域
白
自
然
的
特
徴
に
誼
膝
せ
し
む
る
や
う
に
経
済
生
活
上
の
異
同
を
醸
成
す
る
己
と
に
た
っ
た

と
い
へ
る
の
で
あ
る
。

北
部
支
那
は
(
ご
北
支
の
大
平
原
(
二
)
山
東
の
高
地
訓
帯
主
己
責
土
高
原
地
帯
を
、
中
部
支
那
は
(
一
)
中
部
山
獄
地
帯
(
一
一
)
揚
子

江
平
野
地
帯
会
一
〕
四
川
の
赤
色
金
地
を
、
南
部
支
那
は
(
一
)
揚
子
江
流
域
南
部
の
丘
陵
地
帯
(
一
己
東
南
の
沿
海
地
帯
主
一
)
西
江
流
域

(
四
)
成
西
及
庚
東
白
丘
陵
(
五
)
雲
南
、
貴
州
白
山
地
及
び
高
原
を
包
折
す
る
D
で
あ
る
が
、
支
那
本
土
と
栴
せ
ら
れ
る
地
域
は
人
口

湖
輯
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
可
能
た
ら
し
め
し
主
た
る
特
徴
は
河
川
白
流
域
と
平
原
の
存
在
で
あ
る
。

そ
の
最
も
著
し
き
人
口
密
集
地
域
白
一
つ
は
滑
河
流
域
で
あ
っ
て
「
支
那
文
明
の
搭
箆
地
し
と
稀
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
北
支
那
に

於
で
は
黄
河
が
調
密
地
帯
で
あ
っ
て
、

そ
の
判
名
白
食
生
せ
し
如
〈
黄
土
(
H
o
g
)

の
泥
浮
を
流
下
し
て
黄
海
に
注
入
す
る
の
で
あ

る
o

E

D
黄
土
が
支
那
粧
済
の
進
化
に
奥
へ
た
る
一
大
影
響
は
既
忙
周
知
の
と
と
に
属
す
る
が
、
風
精
居
と
し
て
の
所
謂
風
積
文
化

の
某
礎
を
た
し
た
も
白
で
あ
る
。
己
白
黄
土
物
質
の
流
肉
は
甘
粛
、
際
西
、
山
西
の
黄
七
高
地
K
始
ま
る
が
、
そ
の
源
泉
は
西
北
方

か
ら
来
る
大
風
に
よ
っ
て
捻
ら
れ
た
る
粉
塵
が
支
那
本
部
の
山
地
に
持
米
さ
れ
て
、
極
め
て
長
日
月
の
中
に
想
像
も
及
び
得
左
い
程

た
康
大
左
る
地
屠
を
構
築
し
た
も
の
と
侍
え
ら
れ
、
と
の
黄
土
の
聾
健
在
腐
蝕
土
壌
が
、
風
積
居
を
た
し
、
支
那
民
族
に
無
限
の
生

産
力
を
給
す
る
も
白
と
稽
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
ロ

中
部
支
那
に
h
d

け
る
東
南
に
向
へ
る
流
域
地
帯
は
即
ち
揚
子
江
に
土
っ
て
形
成
さ
れ
る
・
も
の
で
あ
り
、
同
江
は
西
宛
高
地
よ
り
起

れ
る
支
那
第
一
の
長
江
で
あ
る
と
と
は
い
ム
ま
で
も
悲
い
が
、
そ
白
重
嬰
度
極
め
て
高
く
、
ガ
ン
ヂ
ス
右
目
官
加
)
の
印
度
に
.
ミ
シ

支
那
目
白
熱
的
環
控

O 
七

D. R. Becgsmack， Economic Geog.raphy of Asia， p. 460 
John B. Penniston， The Origin of Loei:i.:;， Journal of the North China Branch 
of Royal Auatic Society， 1933， p. 106. 
G. Findlay， Andrew， men and matters in the land of the Yellow Earth~ 
Journal of the North China Branch of Royal A訓 aticSocit::ty， 1935， p. 56 

10) 



支
那
白
白
措
的
環
境

O 
f、

シ
ツ
ピ
イ
(
冨

E
E冒
と
白
米
闘
に
島
け
る
と
そ
の
役
割
を
同
じ
〈
す
る
。
同
流
域
の
人
口
は
支
郊
の
他
の
何
れ
の
地
理
的
匝
割
に
語

け
る
よ
り
も
最
調
官
で
一
あ
っ
て
、
そ
の
某
礎
は
四
川
の
赤
色
盆
地
(
同

E
F
E
)
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
庚
大
た
る
揚
子
江
流
域
に
は
武

漢
詩
都
市
卸
ち
漢
口
、
漢
陽
、
武
昌
の
如
雪
都
市
が
位
置
し
、
揚
子
江
の
デ
ル
タ
(
口
o
-
Z
)
に
は
上
海
が
展
開
す
る
。

揚
子
江
流
域
の
南
は
南
揚
子
江
丘
陵
地
域
で
あ
っ
て
、
更
に
南
下
せ
ば
、
嵐
四
、
康
東
の
丘
陵
地
と
な
り
、
之
れ
は
西
河
の
大
部

八
万
を
占
む
る
と
と
L
友
る
の
で
あ
り
、
南
部
支
那

k
b
行
る
四
河
の
東
沈
は
、
そ
の
河
口
忙
庚
束
を
搾
ぇ
、
西
河
の
流
域
は
南
支
那

の
基
調
と
左
っ
て
ゐ
る
。

と
れ
を
地
誌
的
に
見
れ
ば
、
北
支
那
の
重
要
た
る
高
地
は
寅
土
居
に
て
構
成
せ
ら
れ
、
黄
河
流
域
の
西
部
に
位
し
、
東
部
は
山
東

の
山
献
を
注
し
、
責
ゴ
高
地
の
南
及
び
北
支
白
平
原
は
中
部
山
脈
地
帯
に
艇
は
り
、
前
週
の
北
支
高
地
と
赤
色
金
地
地
帯
及
び
揚
子

江
流
域
、
と
白
境
と
な
り
、
そ
と
に
は
黄
河
の
中
流
に
繁
栄
し
た
最
古
の
支
那
文
化
の
中
心
地
主
南
方
に
か
け
て
匝
討
が
あ
る
。

E
の

地
域
的
特
徴
は
支
那
を
北
と
市
と
に
分
っ
と
も
い
へ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
地
域
的
厄
剖
を
左
す
の
み
在
ら
や
一
枇
合
的
経
神
的
匝

劃
と
も
左
り
、
叉
政
治
的
に
匝
剥
と
な
る
と
と
が
あ
り
、
支
那
園
土
の
中
に
二
つ
の
支
那
と
も
云
は
れ
る
こ
大
地
理
翠
位
を
た
す
も

の
で
あ
る
。

北
部
支
那
と
南
部
支
那
の
針
照
性
は
支
那
全
土
D
共
通
性
白
検
討
と
共
に
注
目

E
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
ク
レ
ツ
シ
イ
は
こ
れ
を

二
つ
の
支
那
の
存
在
と
謂
ム
。
支
那
の
省
別
分
類
は
そ
の
境
界
が
自
然
に
従
っ
て
匝
別
さ
れ
た
も
の
で
在
〈
、
政
治
的
及
び
軍
事
的

嶋
監
惑
の
結
県
で
あ
る
か
ら
支
那
の
地
域
的
匝
分
と
し
て
は
政
治
的
む
そ
れ
を
離
れ
て
、
自
然
白
環
境
に
従
っ
て
匝
劃
を
行
ム
方
が
、
上

Bergswarlζ， ibid. pp. 426-463 
石川三凶郎、支那凪積文化と沖積文化〔日本評論策寸一巻第五貌〉
向、東洋文化史百講 pp.136-140 
Bergsmark， ibid. pp. 460-462. 
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り
有
意
義
た
成
果
が
得
ら
れ
る
と
い
は
れ
る
所
以
で
あ
り
、
か
か
る
見
地
よ
り
し
て
北
、
中
、
南
支
那
の
三
大
別
を
二
一
大
河
の
流
域

に
泊
ふ
一
」
同
封
す
る
己
L
」
も
出
来
る
が
ク
V
V
シ
イ
は
か
く
て
は
巾
部
支
那
と
南
部
支
那
の
本
質
的
統
一
を
認
め
得
左
い
と
と
に
な

る
と
し
て
沿
り
、
事
賀
北
支
那
と
市
支
那
に
三
大
別
す
る
方
が
瀬
著
た
割
問
、
的
特
徴
を
見
出
さ
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
北
支
那
、

南
支
部
心
中
間
地
帯
は
南
北
町
特
徴
の
移
動
地
域
ぜ
あ
う
て
、
岡
地
域
の
中
間
に
沿
い
て
は
各
種
の
特
徴
が
霊
友
り
合
ひ
、
又
消
え

去
る
か
ら
で
あ
る
。
己
己
に
南
北
支
那
の
特
徴
を
綜
合
し
て
作
出
せ
る
ク
レ
ツ
シ
イ
の
比
較
は
興
味
深
き
銅
山
…
を
一
目
の
下
に
提
供

し
て
〈
れ
る
か
ら
た
に
列
由
帯
す
る
己
と

ιし
た
。

北

支

那

(
一
)
降
雨
量
少
〈
不
完
全

g
i
g
c
g
自

)

(
二
)
洪
水
、
阜
地
の
災
害
あ
り
「
支
那
の
悲
哀
」

士
一
一
}
寒
暑
の
差
撤
L
く
、
降
雲
市
少
し

(
凹
)
生
育
期
回
、
五
筒
月
、
収
獲
一
、
ニ
同

(
五
)
宇
乾
燥
の
親
帳
に
し
て
、
蒙
古
方
面
よ
り
の
影
響
大

(
六
)
降
雨
量
正
常
な
ら
ざ
る
場
合
は
牧
穫
少
を
不
安
定
農
業

(
七
)
乾
操
地
帯

(
凡
)
櫨
温
さ
れ
ざ
る
石
友
質
土
壌

(
九
)
飢
餓
頗
畿
地
域
に
よ
P
て
は
時
ん

r毎
年
設
阜

(
己
)
高
梁
、
税
、
小
妻
、
豆
類

2

一
)
草
木
に
怯
乏

(
三
)
黄
禍
色
珠
に
各
季
は
黄
砂
の
景
観

(
一
号
道
路
、
而
し
て
雨
輪
車
、
駄
獣
轍
註

〔
一
回
)
随
馬
・
駿
馬

南

支

那

降
雨
多
L
令
。
。

F
3
0
0
E
E・
)

担
問
、
漉
瓶
、
水
運
円
使
備
は
る

事
季
最
窓
な
ら

f
、
夏
季
暑
熱
高
(
、
棉
潤
に
し
て
、
氷
零
は
稀

生
育
期
九
箇

H
、
軟
謹
一
一
、
=
一
回

亜
熱
帯
白
気
候
に
し
て
、
夏
期
時
候
風
又
び
馳
風
る
り

集
約
的
耕
作
行
は
札
、
不
作
少
〈
、
収
穫
多
し

様
性
地
帯

穂
過
さ
れ
た
る
非
石
灰
質
土
機

密
集
地
以
外
は
比
較
的
に
繁
曲
目

主
と
し
て
米
肱
穫

竹
を
産
し
、
植
物
に
製
官

四
季
を
誼
ピ
揖
色
町
畳
翻

敷
石
路
、
而
し
て
輔
、
苦
力
轍
訟

水
牛

文
掛
の
自
知
的
環
境

O 
六4

Rcrgslllark， 品目 pp.460-463 
Cle~~ey， ibid. pp. 13-17， pp・34-43
Cce峨 y，ibid. p. 15 (邦謀、前掲 pp.1ヰ 16)
馬場鍋太郎、支那組神白地調的背景 pp.157-158 
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支
部
白
白
措
的
環
描

O 

__.-----.___.r-...-----.，.......，--...._.. 

c; S!:;φ~ûð 

保
温
装
置
或
は
坑
設
備
白
+
塀
白
家
屋

調
路
庚
き
袈
洛

港
樽
に
嘉
れ
ざ
る
草
調
な
る
海
岸
線
、
漁
業
重
要
な
ら
ず

陪
路
に
よ
る
封
丹
交
酔

満
洲
へ
白
移
住

家
古
族
を
加
え
た
る
も
本
質
的
に
は
単
一
民
族

企
地
域
に
亙
り
支
那
官
話

古
典
的
、
保
守
的
に
し
て
畢
者
気
質

竹
塀
、
草
葺
眉
根
白
家
屋

詔
路
狭
き
調
曹
架
橋

港
聞
に
幕
れ
た
る
朋
折
多
き
海
岸
線
、
漁
業
重
要

ホ
路
に
よ
る
謝
外
交
捗

南
芹
へ
白
移
民

原
始
的
な
非
支
那
民
族
を
加
え
た
る
多
較
の
雑
種
民
族

多
数
白
方
冒

急
話
的
、
焦
臨
的
に
じ
て
商
人
乃
至
企
業
家
集
質

支
那
大
陸
は
北
方
亜
細
亜
大
陸
宮
横
切
り
て
陸
路
至
り
し
も
の
と
南
方
海
路
忙
よ
り
し
も
の
白
呼
稽
は
相
異
し
、
北
よ
り
せ
る
も

(の
E
回
)
、

の
は
古
代
に
告
い
て
は
セ
レ
ス
(
∞

2
4、
中
古
比
沿
い
て
は
カ
セ
イ

(
E
F昌
)
正
呼
ぴ
、
南
よ
り
せ
呂
も
の
に
は
シ
ン

(mE)
、
チ

Y

マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
(
昌
E
S
可
。
目
。
)
は
北
支
那
を
カ
セ
イ

文
は
チ
ナ
(
円
E
E
)
と
稽
せ
ち
れ
た

D
で
あ
り
、

間

(P庁
rpw)
、
甫
支
那
を
マ
ン
ヂ
1
(
昌
吉
し
と
と
稀
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
雨
者
の
栴
呼
を
具
に
せ
し
は
由
来
浅
昔
も
白
で
は
左
か
っ
た
。

シ
、
ネ
1
(印
百
阿
倍
)
、

北
支
は
亜
細
亜
大
陸
に
連
接
し
て
多
〈
の
閥
係
を
生
成
し
た
も
り
で
あ
り
、
経
術
的
閥
係
忙
つ
い
て
も
陣
に
よ
っ
て
生
超
し
た
事
情

に
か
か
り
、
そ
の
海
外
交
易
の
護
達
は
寧
ろ
近
年
に
属
し
、
南
支
那
に
比
し
海
外
と
の
接
渉
が
少
か
っ
た
。
己
れ
に
反
し
南
支
那
は

海
外
の
動
向
に
よ
り
長
〈

B
大
た
る
影
響
を
蒙
っ
た
も
の
で
る
り
、
甫
支
の
海
外
接
渉
の
度
大
た
り
し
は
、
南
部
海
岸
諸
都
市
白
背

後
地
が
山
服
地
帯
多
き
に
原
因
し
、
南
支
の
両
接
す
る
海
洋
の
誘
惑
が
多
〈
働
脅
し
に
か
る
か
と
も
説
明
さ
れ
る
。

北
支
は
各
種
の
園
民
的
体
統
を
培
養
し
て
教
代
に
亙
っ
て
沿
り
、
南
支
の
諸
省
は
所
謂
支
那
民
族
な
ら
ざ
る
未
開
民
族
に
よ
っ
て
居

地
理
的
環
境
に
よ
っ
て
支
那
の
史
的
稜
遂
の
跡
を
見
れ
ば
、
支
那
古
代
史
の
溌
展
は
北
支
に
長
い
て
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

位
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
支
那
東
方
の
低
神
積
屠
は
南
方
来
の
文
化
が
開
花
し
た
と
都
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
西
北
方
か
ら
来
れ
る
民
放

大日本文明協官、欧米人D極東研究 p.27
Crc~.~ey ， ibid. pp. :13-14 
，6) 



は
五
穀
に
は
乏
し
か
っ
た
が
主
と
し
て
高
地
、
風
積
且
団
地
帯
を
占
嫁
し
た
も
白
で
あ
っ
た
。
東
南
か
ら
来
て
低
地
、
沖
積
居
地
帯
に

7
 

開
拓
を
行
っ
た
民
族
は
粒
食
民
族
と
し
て
米
の
文
化
を
持
ち
両
方
来
の
架
の
丈
化
と
劃
比
さ
和
、
家
事
と
し
て
の
動
物
や
、
斑
茶
と

し
て
の
植
物
は
東
南
地
帯
は
乏
し
か
っ
た
と
い
は
れ
る
町
、
現
代
に
沿
い
て
は
南
支
は
北
支
上
旬
繁
楽
で
あ
り
、
叉
北
支
の
保
存
的

気
質
に
比
べ
て
進
出
的
性
絡
が
目
立
の
こ
と
は
既
に
現
寅
に
見
受
け
ら
れ
る
所
で
あ
品
。

支
那
人
及
び
そ
白
文
化
の
起
源
は
明
確
を
歓
ぐ
け
れ
ど
も
、
支
那
古
代
の
民
族
精
紳
と
も
い
ム
ペ
昔
角
度
に
島
い
て
北
西
に
起
り

支
那
を
征
服
し
た
と
せ
ら
れ
る
「
黄
帝
」
ム
」
南
東
に
渡
来
せ
り
と
も
見
ち
れ
る
「
伏
犠
L

「
紳
農
」
に
つ
い
て
は
共
に
偉
設
に
過
ぎ
注

い
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
と
共
に
そ
れ
は
貫
在
で
は
な
い
'
と
し
て
も
自
然
現
象
や
民
衆
運
動
に
た
て
の
綜
合
的
構
成
白
基
調
を
持
つ

己
主
は
想
像
さ
れ
る
と
O
主
張
は
首
肯
さ
れ
得
る
凸
で
あ
る
。
北
西
の
風
に
よ
り
た
る
風
積
文
化
を
某
調
と
し
た
る
黄
帝
白
文
化
と

南
東
の
水
に
よ
り
沖
積
文
化
と
し
て
某
礎
を
下
し
た
る
神
農
や
伏
穆
の
文
化
は
そ
の
淵
源
を
相
具
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
化
史
的
に

印
度
古
代
思
恕
の
支
那
東
南
文
化
印
ち
沖
積
唐
文
化
へ
の
淋
流
に
つ
い
て

O
見
解
に
は
興
趣
を
そ
そ
ら
れ
る
所
φ
か
ら
ぎ
る
も
D
が

あ
る
。

四

支
那
を
理
解
す
る
一
方
法
と
し
て
南
北
の
封
間
性
を
知
る
と
と
も
に
南
北
の
共
通
件
が
問
題
と
在
っ
て
来
る
が
己
E
宅
は
そ
の
比

較
的
統
一
的
た
所
謂
支
那
型
の
検
討
は
措
き
、
地
叫
的
環
境
に
印
し
て
そ
D
輪
廓
を
拘
〈
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
地
誌
的
に
求
め
て

支
那
を
一
匝
劃
と
し
地
理
的
悲
礎
に
よ
る
影
響
に
卸
せ
ぽ
間
よ
り
超
然
た
る
己
正
は
州
来
友
か
っ
た
り
で
あ
り
、
上
越
の
北
中
南
部

。
夫
々
に
横
れ
る
平
原
と
河
川
の
流
域
主
間
続
せ
る
山
阪
地
帯
の
存
在
に
よ
り
山
地
の
一
包
聞
に
上
る
支
那
白
拡
立
は
交
通
を
困
難
に

し
地
域
的
孤
立
を
強
化
し
た
も
の
で
あ

h
o
歴
史
家
に
よ
れ
ば
こ
の
自
然
的
基
礎
は
山
地
忙
よ
り
或
は
沙
漠
に
上
る
隔
離
と
友
り
、

所
謂
支
那
岡
氏
を
し
て
白
園
を
「
中
園
」

(
Z
E
K
同
百
聞
き
百
)
と
し
、
世
界
の
事
物
の
中
心
翻
を
生
ぜ
し
め
、
そ
の
漠
然
た
る
支
那
の

支
却
の
自
品
開
的
損
抗

栗は文字構成上から西方夕食を意味し、文字の襲生順序からは米の文化が西方
来由来白文化に先んピたといはれてゐる。(前掲、支那風積化と沖積文化 P
32.5) 
Caもsey，ibid. p. ~. 
前掲、支那凪積文化と沖積文化 pp.322-329 
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支
那
目
白
保
的
環
境

政
治
組
織
は
世
界
の
組
織
で
あ
る
と
友
さ
し
む
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
と
も
見
る
。
レ

1
7
1
の
い
ふ
如
く
と
の
支
那
人
の
枇
曾

及
び
政
治
哲
患
の
自
己
満
足
は
た
と
ひ
地
血
の
み
に
よ
っ
て
は
説
明
し
が
た
き
所
あ
り
と
し
て
も
、
支
那
の
一
初
期
渉
外
関
係
に
責
要

む

に
し
て
特
徴
あ
る
事
賓
と
危
う
て
現
れ
て
ゐ
る
E
と
は
否
定
し
難
い
ロ

然
も
支
那
は
次
か
ら
弐
へ
動
い
て
行
〈
。
支
那
園
土
の
地
現
的
環
境
の
綾
辿
に
於
て
は
土
地
の
成
大
在
る
己
と
と
併
せ
て
長
年
月

に
亙
る
進
化
過
程
の
考
慮
主
要
す
る
も
の
で
あ
る
は
若
干
既
述
せ
し
所
で
あ
る
が
、
ク
レ
ツ
シ
イ
は
諮
る
に
今
日
看
取
す
る
所
は
、

過
ぎ
来
り
し
方
を
知
り
て
始
め
て
理
解
し
得
る
長
き
映
震
の
一
揚
合
に
過
山
ぎ
な
い
の
で
る
り
、
支
那
の
地
川
崎
的
長
畑
慨
は
地
域
の
成
大

と
同
様
に
時
聞
に
於
て
も
悠
遠
な
も
の
で
あ
っ
て
現
在
は
長
い
時
代
主
経
由
し
た
る
所
庄
で
あ
る
と
な
す
が
、
そ
の
引
用
せ
る
ス
ミ

ス
ソ
一
一
ア
ン
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
(
ロ
唱
出

5
4
。
士
宮
切
目
【
F
E
E
Z
E
-
z
z
g
)
が
「
支
那
本
来
の
土
着
住
民
が
史
上
、
瀬
著
な
る
進

展
E
な
し
た
呂
場
合
は
、
例
外
た
し
に
外
部
よ
り
受
入
れ
た
る
文
化
を
過
し
て
山
市
き
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
各
方
面
の
遠
隔
地
帯

に
生
活
せ
る
集
聞
は
彼
等
自
身
の
努
力
を
以
て
し
て
は
進
歩
が
出
来
危
い
己
と
は
著
し
く
目
立
つ
所
で
あ
る
。
亜
細
甲
の
南
東
の
後

明
石
器
時
代

(
m
r
r
z
m
Z
Z
〉

mn)
の
人
々
は
原
生
支
邪
人
主
合
み
て
‘
硬
直
し
て
屈
伸
を
油
断
い
で
し
ま
っ
て
一
定
限
界
を
越
え
て

は
進
歩
し
得
友
い
文
化
的
類
型

(E-zs
官
片
言
回
)
を
穎
出
し
て
し
ま
っ
た
と
見
る
が
異
相
ら
し
い
。
と
の
類
相
一
は
そ
れ
白
描
そ
の
環

境
に
密
接
に
順
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
然
し
そ
れ
は
そ
の
過
程
に
一
沿
い
て
一
つ
の
慣
習
性
忙
擬
聞
し
て
、
外
『
部
か
ら
の
刺
戟
の

援
助
を
得
て
半
じ
て
脱
し
得
る
底
の
品
の
に
硬
化
し
て
し
ま
っ
た
り
で
あ
る
。
か
か
る
文
化
的
現
象
は
世
界
の
歴
史
に
沿
い
て
は
麗

々
生
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
、
支
那
白
山
聞
に
沿
い
て
未
曾
有
の
規
模
を
も
っ
て
繰
返
さ
れ
つ

L
あ
る
の
で
あ
h
o
L
と
い

へ
る
は
支
那
佐
民
の
誰
展
と
こ
れ
が
遂
行
を
可
能
た
ら
し
め
た
る
外
部
よ
り
の
文
化
注
入
の
一
聯
の
見
解
占
し
て
併
せ
て
味
請
を
要

す
る
も
の
で
あ
る
。
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